
　

市
議
会
は
、
平
成
20
年
2
月
定
例
会
を
2

月
20
日
か
ら
3
月
21
日
ま
で
の
31
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
市
長

提
出
の
平
成
20
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
53
議

案
の
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
三
度
に
及

ぶ
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
に
関
す
る
決
議
」

や
意
見
書
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
2
月
29
日
、
3
月

3
日
、
4
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
13
名
の
議

員
が
行
い
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市

長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
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）
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す
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齢
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4,000万円を可決4,000万円を可決

市民税　 
137億6,761万円 
 
固定資産税　 
130億2,432万円 
 
都市計画税ほか　 
23億2,753万円 
 

市税 
291億1,946万円 
（47.6%） 

市債 
86億9,860万円 
（14.2%） 

繰入金ほか　73億9,429万円（12.1%） 

地方消費税交付金　17億円（2.8%） 

県支出金　26億4,063万円（4.3%） 

地方交付税　30億7,000万円（5.0%） 

諸収入　37億192万円（6.1%） 

国庫支出金　48億1,510万円（7.9%） 

 

商工費 
9億8,837万円（1.6%） 
 
農林水産業費 
13億1,880万円（2.2%） 
 
消防費 
19億8,171万円（3.2%） 
 
労働費 
23億3,082万円（3.8%） 
 

市民税　 
137億6,761万円 
 
固定資産税　 
130億2,432万円 
 
都市計画税ほか　 
23億2,753万円 
 

民生費 
133億8,643万円 
（21.9%） 

土木費 
108億 
6,661万円 
（17.8%） 

衛生費 
77億 
692万円 
（12.6%） 

総務費 
75億 
8,626万円 
（12.4%） 
 

公債費 
74億2,726万円 
（12.1%） 
 

議会費ほか 
4億794万円 
（0.7%） 

教育費 
71億 
3,888万円 
（11.7%） 
 

歳入 

歳出 

市
税
の
内
訳 

611億 
4,000万円 
611億 
4,000万円 

611億 
4,000万円 
611億 
4,000万円 
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予
算
総
額
は
、
6
1
1
億
4
千

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
58
億
6

千
万
円
、
10
・
6
%
の
増
額
で
す
。

こ
の
理
由
は
、
遠
州
豊
田
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
道
路
整
備
事
業

の
よ
う
な
、
将
来
の
本
市
発
展
の

礎
と
な
る
事
業
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
都
市
基
盤
整
備
事
業
、

さ
ら
に
（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館

や
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成

と
、
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

の
本
格
化
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
一
時
的
な
要
因
が
大
き
い
も
の

で
す
。

　

歳
入
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
市

税
は
、
好
調
な
企
業
収
益
等
に
よ

る
法
人
市
民
税
の
増
額
や
、
家
屋

の
新
増
築
、
償
却
資
産
の
設
備
投

資
等
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
額

に
よ
り
、
市
税
全
体
で
は
5
・
4

%
、
約
14
億
8
千
万
円
の
増
額
と

な
る
2
9
1
億
1
、
9
4
5
万
5

千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
の
う
ち
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

1
（
仮
称
）
第
2
竜
愛
霊
園
の
整

備
、
2
22
年
度
の
稼
動
に
向
け
た

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、
3
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
1
遠
州
豊
田
P

A
周
辺
や
駅
北
土
地
区
画
整
理
事

業
、
2
い
わ
た
エ
コ
パ
ー
ク
の
整

備
の
着
手
な
ど
で
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
み
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
1
外
国
人
児

童
生
徒
モ
デ
ル
事
業
、
2
国
際
交

流
員
の
招
致
な
ど
で
す
。

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
総
合
内
水
緊
急
対
策
事
業
な

ど
で
す
。

　

や
さ
し
さ
・
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
（
仮
称
）
総
合
福

祉
会
館
や
竜
洋
東
保
育
園
の
整
備

な
ど
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
磐
田
原
総
合
開
発

株
式
会
社
の
経
営
安
定
化
を
図
る

た
め
の
貸
付
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

611億平成20年度
一般会計予算

将
来
の
発
展
の
礎
と
な
る
事
業
等
を
推
進

611億平成20年度
一般会計予算

建設中の（仮称）総合福祉会館建設中の（仮称）総合福祉会館

市税の推移 

※H14～H18：決算　H19：2月補正後予算　H20：当初予算　　※H14～H16：旧5市町村の合算 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
その他の税 

市たばこ税 

都市計画税 

固定資産税 

市民税 

H14

10,013

12,476

9,867

12,039

8,659

12,167

10,647

12,475

12,014

12,545

14,309

12,642

13,768

13,024

264 
886 

1,046

15 16 17 18 19 20

（百万円） 

（年度） 

271 
912 
996

283 
943 

1,024

296 
917 

1,056

310 
951 

1,019

306 
944 

1,037

325 
925 
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反
対　
（
共
産
）
一
般
会
計
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
個
々
の
施

策
を
見
た
場
合
、
市
民
に
と
っ
て

よ
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
総

体
的
に
は
市
長
の
政
治
姿
勢
は
ど

う
か
、
住
民
の
目
線
で
市
政
運
営

や
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
観

点
で
判
断
す
る
と
賛
成
で
き
な
い
。

　

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
を
年
齢

で
差
を
つ
け
、
国
の
医
療
保
障
の

責
任
を
広
域
連
合
に
押
し
つ
け
て

い
る
。
医
療
費
削
減
の
中
で
、
国

民
皆
保
険
の
空
洞
化
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
高
齢
者
に
差

別
医
療
と
新
た
な
負
担
を
強
い
る

制
度
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

磐
田
原
総
合
開
発
株
式
会
社
へ

の
貸
付
金
は
、
経
営
安
定
化
が

理
由
だ
が
、
返
済
計
画
さ
え
示

さ
れ
ず
説

得
性
に
欠

け
て
い
る
。

し
っ
か
り

と
し
た
方

向
性
が
示

さ
れ
な
い

中
で
の
税

金
投
入
は

中
止
す
べ

き
で
あ
る
。
市
の
迂
回
的
事
業
や

収
益
性
に
も
疑
問
が
多
く
住
民
に

説
明
で
き
な
い
。

　

行
財
政
改
革
は
、
市
が
責
任
を

負
う
べ
き
仕
事
を
民
間
委
託
・
民

営
化
あ
り
き
で
職
員
の
削
減
と
非

正
規
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
絶
え
ず
雇

用
問
題
を
発
生
さ
せ
る
問
題
の
多

い
制
度
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
先
生
制
度
は
、
小
学

校
5
、
6
年
生
の
35
人
以
下
学
級

が
ま
た
先
送
り
さ
れ
た
。
政
策
と

し
て
始
め
た
制
度
を
途
中
で
検
証

す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
一
貫

性
が
な
い
。

　

子
育
て

支
援
策
で

あ
る
子
供
の
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
は
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見
受
け

ら
れ
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
反
対
す
る
。

賛
成　
（
公
明
）
本
予
算
は
、
懸

案
で
あ
っ
た
（
仮
称
）
総
合
福
祉

会
館
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
年
度
で
あ
る
こ
と
や
、
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
や
新
市
営
墓
地
の

整
備
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る

も
の
と
考

え
、
賛
成

し
た
い
。

　

反
面
、

財
政
運
営

上
は
極
め

て
厳
し
い

状
況
と
言

え
る
。
21
年
度
以
降
は
一
層
の
選

択
と
集
中
を
行
い
、
予
算
規
模
が

継
続
し
て
肥
大
化
し
な
い
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

個
別
事
項
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
負
担
増

は
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
今

後
の
老
人
医
療
費
の
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
、
将
来

も
安
定
し
た
制
度
運
営
が
で
き
る

よ
う
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

磐
田
原
総
合
開
発
株
式
会
社
へ

の
貸
付
金
は
、
公
共
工
事
そ
の
も

の
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建

設
事
業
費
の
返
済
に
当
た
り
、
法

の
定
め
に
従
い
第
三
セ
ク
タ
ー
を

設
立
し
返
済
を
行
う
仕
組
み
に
し

た
も
の
で
あ
り
、
会
社
は
、
リ
ス

ク
の
多
い
開
発
事
業
を
行
う
こ
と

な
く
、
事
実
上
、
市
か
ら
の
貸
付

金
等
に
よ
っ
て
返
済
を
続
け
て
い

た
も
の
で
、
問
題
な
い
も
の
と
理

解
で
き
る
。

　

ふ
る
さ
と
先
生
制
度
の
効
果
を

検
証
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
が
、

な
ぜ
今
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

検
証
の
結
果
、
市
費
負
担
教
員
を

確
保
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

　

子
供
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
は
、

検
討
課
題
と
の
認
識
は
示
さ
れ
た

の
で
、
今
後
の
検
討
結
果
に
期
待

を
持
ち
た
い
。

　

以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

賛
成　
（
無
所
属
）
本
予
算
で
は
、

（

仮

称

）

総
合
福
祉

会
館
の
完

成
に
伴
う
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
、
多
く
の
市

民
が
待
望
し
て
い
た
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
視
点
か
ら

は
総
合
治
水
対
策
が
推
進
さ
れ
る
。

4
年
目
の
磐
田
市
を
ス
ム
ー
ズ
に

生
き
生
き
と
進
め
る
た
め
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

　

懸
念
さ
れ
る
点
と
し
て
、
予
算

の
各
分
野
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
感

じ
て
い
る
。

　

行
革
に
聖
域
な
し
と
事
業
内
容

を
精
査
せ
ず
に
一
律
カ
ッ
ト
の
方

針
で
削
減
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
か
ら
始
め
た
枠
配
分
方

式
は
図
書
館
の
資
料
購
入
費
に
も

及
ん
だ
。
図
書
館
の
充
実
度
は
ま

ち
の
文
化
度
を
示
す
一
つ
の
物
差

し
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
総
合
計
画
に
も
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
な
い
エ
コ
パ
ー
ク
事

業
は
、
市
民
団
体
が
安
全
性
へ
の

心
配
や
残
し
た
い
自
然
の
指
定
地

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
設
置
場
所

の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
陳
情
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
建
設
さ
れ

て
い
な
い
風
力
発
電
を
取
り
巻
く

公
園
を
つ
く
る
の
は
、
市
民
感
情

に
対
し
ど
う
な
の
か
。
エ
コ
パ
ー

ク
は
象
徴
的
事
例
だ
が
、
ほ
か
に

も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
飲
酒
問
題
で
は

市
の
一
体
化
が
議
論
さ
れ
た
。
市

長
に
は
組
織
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
一
員
と
し
て
自
身

の
反
省
を

具
体
化
し

て
形
に
示

し
、
市
民

全
般
を
公

平
に
と
ら

え
た
市
政

執
行
を
要

望
し
、
賛

成
す
る
。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

→
→→

→

住
民
の
目
線
で
市
政
運
営
を

総
合
計
画
の

　
　
　

着
実
な
推
進
を
評
価

市
民
全
般
を

　
　

公
平
に
と
ら
え
執
行
を
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本
案
は
、
市
を
挙
げ
て
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

市
職
員
に
よ
る
三
度
目
の
酒
気
帯

び
運
転
が
発
生
し
、
市
役
所
職
員

の
信
用
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
市
民
に
深
く

お
わ
び
し
、
組
織
と
し
て
責
任
を

明
確
に
示
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
市
長
及
び
副
市

長
の
20
年
3
月
分
の
給
料
月
額
を

10
%
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
追
加
、
繰
越
明
許
費
の

設
定
な
ど
で
、
歳
入
歳
出
予
算
に

9
億
8
、
0
6
3
万
7
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
5
7
5
億
1
、
4

9
0
万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
1
国
の
交
付
金

の
前
倒
し
に
よ
る
民
間
認
可
保
育

所
い
ず
み
第
三
保
育
園
に
対
す
る

補
助
金
の
追
加
、
2
市
土
地
開
発

公
社
か
ら
保
有
地
を
買
い
戻
す
た

め
の
増
額
、
3
勧
奨
退
職
者
の
確

定
に
よ
る
職
員
退
職
手
当
の
増
額

な
ど
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
補
助
金
や
法
人

市
民
税
な
ど
を
充
て
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

市
議
会
で
は
、
議
員
定
数

を
検
討
す
る
た
め
、
議
員
定

数
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
は
各
会
派
か
ら

の
選
出
で
す
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎　
　
　
　
　

○

　

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
を
可
決

19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

◎
三
度
に
及
ぶ
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
に
関
す
る
決
議

　

磐
田
市
議
会
は
、
平
成
18
年
9
月
定
例
会
に
お
い
て
、
磐
田
市
民
の
願
い
で
あ
る
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
市
民
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
邁
進
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
昨
年
10
月
に
当
時
副
主
任
と
係
長
が
相
次
い
で
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
り
検
挙
さ
れ
、
以

後
、
市
職
員
が
一
丸
と
な
り
交
通
安
全
講
習
会
や
宣
言
書
の
提
出
等
、
再
発
防
止
策
を
試
み
た
が
、
本
年
1
月
25
日
未
明
、

三
度
、
当
時
の
課
長
が
酒
気
帯
び
運
転
で
逮
捕
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

今
回
の
件
は
業
務
外
の
こ
と
と
は
言
え
、
市
長
は
交
通
安
全
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の
指
揮
監
督
の
最
高
責
任

者
で
あ
り
、
市
民
に
対
し
け
じ
め
と
反
省
の
意
を
表
す
る
た
め
、
減
給
を
決
意
し
た
こ
と
に
は
一
定
の
評
価
が
で
き
よ

う
が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ど
れ
だ
け
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
を
残
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
長
は
じ
め
市
職
員
、
さ
ら
に
は
我
々
市
議
会
議
員
に
至
る
ま
で
、
交
通
安
全
の
推
進
者
と
し
て
そ
の
責
任
は
重
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
事
件
は
そ
の
後
の
交
通
安
全
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
に
疑
念
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
か
ら
の
信
頼
感
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
身
の
こ
と
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

今
後
は
再
発
防
止
に
向
け
、
次
に
示
す
事
柄
を
は
じ
め
と
し
、
酒
気
帯
び
運
転
・
酒
酔
い
運
転
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

市
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
最
大
限
努
力
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

1　

交
通
安
全
の
推
進
者
と
し
て
、
交
通
法
規
の
遵
守
に
対
す
る
職
員
の
一
層
の
自
覚
を
促
す
よ
う
な
具
体
的
方
策
を

実
施
す
る
こ
と
。

2　

市
民
に
対
す
る
奉
仕
者
と
し
て
、
職
員
倫
理
や
社
会
通
念
上
の
諸
倫
理
を
厳
守
す
る
よ
う
な
具
体
的
方
策
を
実
施

す
る
こ
と
。

3　

市
長
は
、
市
民
か
ら
の
批
判
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
職
員
の
指
揮
監
督
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
と
の
認
識
を
新
た

に
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　20 年度各会計予算をより専門的かつ詳細
に審査するため、予算特別委員会を設置しま
した。（◎委員長　○副委員長）

第１予算特別委員会 (一般会計予算審査 )

◎

○

　　

　　

第２予算特別委員会 (特別・企業会計審査 )

◎

○

予算特別委員会を設置

玉
田
文
江

稲
垣
あ
や
子

加
藤
治
吉

河
島
直
明

大
庭
隆
一

藤
森
康
行

鈴
木
喜
文

渡
部　

修

鈴
木
晴
久

増
田
暢
之

 議員定数検討委員会を設置

宮澤博行

小野泰弘

根津康広

鈴木正孝

渡部　修

加藤治吉

大庭隆一

高梨俊弘

野崎正藏

川崎和子

鈴木喜文

稲垣あや子

早川勝次

鈴木晴久

田之上康成

鈴木昭二

川村孝好

佐々木信仁

玉田文江

河島直明

寺田仁一

八木啓仁

岡　　實

藤森康行

石 野　 泉

馬渕源一

元場千博

寺井信男

桑原全太郎

増田暢之

山田 安

山際今子

小木秀市

髙安和雄

いわた市議会だより
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後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
を
可
決

　

本
条
例
は
、
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
高
齢
者

が
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
方
が
加

入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
に
伴
い
、
保
険
料
の
徴
収
等

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
20
年

4
月
1
日
で
す
。

　

賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

反
対　
（
共
産
）
75
歳
以
上
に
な

る
と
、
国
民
健
康
保
険
や
組
合
健

保
か
ら
無
理
や
り
脱
退
さ
せ
ら
れ

る
。
家
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

も
保
険
が
別
に
な
り
、
今
ま
で
保

険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
も

新
た
に
保
険
料
の
支
払
い
が
必
要

に
な
る
。
年
金
月
額
1
万
5
千
円

以
上
な
ら
ば
、
保
険
料
が
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
滞
納
す
れ
ば
、

保
険
証
が
資
格
証
明
書
に
切
り
か

え
ら
れ
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
る

こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
後
期
高

齢
者
の
診
療
報
酬
を
包
括
払
い
と

し
、
保
険
医
療
に
上
限
を
つ
け
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
患
者

や
家
族
に
犠
牲
を
転
嫁
す
る
差
別

医
療
制
度
で
あ
る
。

　

多
く
の
国
民
の
反
対
の
声
を
押

し
切
っ
て
創
設
し
、
負
担
を
地
方

自
治
体
と
国
民
の
自
己
責
任
に
負

わ
せ
る
よ
う
な
制
度
は
中
止
す
る

し
か
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
反
対
す
る
。

賛
成　
（
公
明
）
高
齢
者
、
特
に

75
歳
以
上
の
方
が
複
数
の
病
気
に

か
か
っ
た
り
、
治
療
が
長
期
化
す

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
制
度
は
そ

れ
に
対
応
し
た
、
心
身
の
特
性
や

暮
ら
し
に
配
慮
し
た
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
独
立
し

て
設
け
ら
れ
、
高
齢
者
世
代
と
現

役
世
代
の
負
担
の
公
平
化
や
透
明

化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
医
療
水
準
を

維
持
し
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
や
現
役
世
代
の
負
担

を
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

　

年
金
か
ら
の
保
険
料
の
天
引
き

は
、
加
入
者
の
手
続
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
利
便
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
保
険
証
の
返
還
と
資
格
証

明
書
の
発
行
は
さ
れ
な
い
。

　

大
切
な
高
齢
者
の
た
め
に
、
こ

の
制
度
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
さ
れ

る
よ
う
、
親
切
な
対
応
と
、
高
齢

者
の
思
い
を
県
広
域
連
合
に
届
け

る
こ
と
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

月
1
日
で
、
20
年
度
分
の
国
民
健

康
保
険
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

反
対　
（
共
産
）
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
国
保
加

入
者
に
と
っ
て
新
た
な
負
担
が
ふ

え
、
現
在
で
も
高
過
ぎ
る
国
保
税

に
、
滞
納
者
が
ま
す
ま
す
ふ
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
多
く
の
市

民
は
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
い
る
。
申
請
減
免
の
制
度
は
、

基
準
が
厳
し
く
制
度
が
生
か
さ
れ

て
い
な
い
。
前
期
高
齢
者
の
国
保

税
も
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
、

生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
態
も
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
実
施
に

伴
う
、
国
保
税
の
値
上
げ
そ
の
も

の
で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成　
（
無
所
属
）
国
民
健
康
保

険
は
、
年
齢
構
成
の
上
昇
や
医
療

技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、
医
療
給

付
費
の
増
加
に
対
処
し
き
れ
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
よ
り
、
被
保
険
者
の
減
少
と
な

り
、
資
産
割
に
係
る
基
準
資
産
税

額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

給
付
等
支
払
準
備
基
金
繰
入
金
が

見
込
め
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

　

収
納
対
策
と
し
て
市
長
を
ト
ッ

プ
に
強
い
決
意
で
い
る
こ
と
を
評

価
し
、
医
療
給
付
の
永
続
の
た
め
、

今
回
の
改
正
は
や
む
を
得
な
い
も

の
と
し
て
賛
成
す
る
。

　

本
条
例
は
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
の
課
税
に
関
す
る
規
定
及
び

65
歳
以
上
の
年
金
受
給
被
保
険
者

に
対
す
る
特
別
徴
収
の
規
定
を
新

た
に
設
け
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
老
人
医
療
受
給
者
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
や
、

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
引

き
下
げ
、
特
定
健
康
診
査
の
実
施

等
を
踏
ま
え
て
、
国
保
財
政
の
維

持
安
定
の
た
め
、
賦
課
算
定
に
基

づ
く
税
率
等
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
20
年
4

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
を
可
決

　

本
案
は
、
昭
和
57
年
に
開
設
し

た
豊
田
南
保
育
園
に
つ
い
て
、
20

年
度
か
ら
施
設
管
理
も
含
め
て
民

営
化
を
実
施
す
る
た
め
、
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
4
月
か
ら

は
、
社
会
福
祉
法
人
染
葉
会
が
運

営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

豊
田
南
保
育
園
条
例
を
廃
止

国
民
に
負
担
を
負
わ
せ
る

　
　
　

制
度
は
中
止
す
べ
き

ス
ム
ー
ズ
な
運
用
を

　
　
　
　
　
　

お
願
い
す
る

討　

論

国
保
税
の
値
上
げ
そ
の
も
の

討　

論

医
療
給
付
の
永
続
の
た
め

　
　
　
　
　

や
む
を
得
な
い豊田南保育園豊田南保育園
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本
案
は
、
リ
ベ
ー
ラ
磐
田
市
営

駐
車
場
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め

の
改
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
1
1
2
5
cc
を

超
え
る
二
輪
車
を
駐
車
で
き
る
車

両
と
規
定
、
2
リ
ベ
ー
ラ
磐
田
市

営
駐
車
場
に
お
い
て
も
定
期
駐
車

券
の
発
行
を
可
能
と
す
る
こ
と
、

3
短
時
間
駐
車
へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
最
初
の
30
分
ま
で
を

2
百
円
か
ら
百
円
と
す
る
時
間
貸

し
料
金
の
見
直
し
、
4
回
数
駐
車

券
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
駐

車
券
の
大
量
購
入
時
の
優
遇
枠
を

拡
大
し
、
1
万
円
に
対
し
て
1
万

3
千
円
分
の
駐
車
券
の
交
付
を
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
20
年

4
月
1
日
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

本
案
は
、
18
年
8
月
と
19
年
9

月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
、
遠

州
豊
田
P
A
周
辺
地
区
計
画
の
う

ち
、
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
建
築

基
準
法
に
よ
り
制
限
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

良
好
な
住
環
境
を
維
持
し
、
商

業
地
と
工
業
地
が
隣
接
す
る
区
域

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
6

つ
の
地
区
に
つ
い
て
建
築
で
き
な

い
建
築
物
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
こ
の
条
例
に
違
反
し
た

建
築
物
の
建
築
主
等
に
対
し
て
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
を
課
す
こ
と

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
20
年

4
月
1
日
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

遠
州
豊
田
P
A
周
辺
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
を
可
決

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
は
、

既
設
の
磐
田
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
新
施
設

整
備
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
15
年
か
ら
関
係
自
治
会
の
説

明
会
に
よ
り
住
民
の
理
解
を
お
願

い
し
、
16
年
度
か
ら
ご
み
処
理
施

設
建
設
検
討
委
員
会
で
、
処
理
方

式
等
の
検
討
・
選
定
を
行
い
、
18

年
度
か
ら
入
札
に
関
す
る
必
要
な

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
20
年

1
月
に
7
社
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

技
術
提
案
等
と
入
札
価
格
を
、
総

合
評
価
落
札
方
式
に
よ
り
指
名
競

争
入
札
を
行
い
、
日
立
造
船
株
式

会
社
中
部
支
社
が
98
億
3
、
8

0
万
円
（
消
費
税
含
む
）
で
落
札

し
ま
し
た
。
工
期
は
契
約
の
翌
日

か
ら
23
年
2
月
28
日
ま
で
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

請
負
契
約
を
可
決

5

遠州豊田PA周辺遠州豊田PA周辺

市営駐車場の料金 (改正後 )

駐車料金
区　　分 金　額

豊田町駅駐車場

最初の1時間まで 100円

以後 30分増すごと
( ただし、午後 9 時か
ら翌日午前 7時までは
以後1時間増すごと )

50円

24 時間までごと 1,000 円を限度
とする。

リベーラ磐田
市営駐車場

30分ごと 100円

24 時間までごと 1,000 円を限度
とする。

回数駐車券
区　　分 金　　額

豊田町駅駐車場
及びリベーラ磐
田市営駐車場

1券片を 100 円とし、22 券片に
対し20券片に相当する額とする。

1券片を 100 円とし、60 券片に
対し50券片に相当する額とする。

1券片を 100円とし、130券片に
対し100券片に相当する額とする。

定期駐車券
区　　分 金　額

豊田町駅駐車場
有効期限を 3カ月ごと
とする。

13,500円

リベーラ磐田
市営駐車場

30,000円

新ごみ処理施設の概要

建設地
刑部島地内 ( 現クリーンセン
ター敷地内の西側位置 )

敷地面積 約1.75ha

焼却炉の
形式・規模

ストーカ式 224t/ 日 (112t/
日× 2 基 )

溶融炉の
形式・規模

電気式 ( プラズマ式 )

15t/ 日× 1基

工場棟概要

地上5階地下 2階
建築面積5,200 ㎡
延床面積 10,100 ㎡
軒高 29.5m

余熱供給
磐田温水プール ( プール加温
用 )、磐田市厚生会館 ( 浴室
用 )

※上記仕様等は、実施設計時に変更となる場合がある。

至
国
道
１
号
線

至袋井至浜松至浜松

いわた市議会だより
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予
算
総
額
は
1
4
3
億
4
、
8

8
3
万
3
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
3
・
5
%
（
5
億
1
、
9
3
7

万
6
千
円
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

老
人
医
療
受
給
者
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
移
行
、
退
職
者

医
療
制
度
の
対
象
年
齢
の
引
き
下

げ
、
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
上

げ
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

反
対　
（
共
産
）
国
保
加
入
世
帯

の
所
得
階
層
の
構
成
比
を
見
る
と
、

所
得
な
し
の
世
帯
が
25
・
3
%
、

年
間
所
得
が
2
百
万
円
以
下
の
世

帯
は
68
・
8
%
と
な
る
。
国
民
健

康
保
険
は
低
所
得
者
が
多
く
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
で
あ
り
、
国

の
手
厚
い
援
助
が
な
け
れ
ば
成
り

立
た
な
い
制
度
で
あ
る
。

　

本
予
算
は
、
国
保
税
が
約
8
%

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
保
税

は
応
能
割
と
応
益
割
で
計
算
さ
れ

る
が
、
応
益
割
の
比
率
が
高
い
ほ

ど
低
所
得
者
の
負
担
は
重
く
な
り
、

算
定
方
式
を
応
能
中
心
に
見
直
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
軽

減
措
置
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
国
保
税
が
引
き
上
が
る
中
で
の

年
金
天
引
き
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

国
保
税
の
申
請
減
免
制
度
が
あ

る
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
か
な

か
利
用
で
き
な
い
実
態
が
あ
る
。

　

国
に
対
し
む
だ
な
歳
出
を
見
直

し
、
国
庫
負
担
を
1
9
8
4
年
当

時
の
水
準
に
戻
す
よ
う
要
望
す
べ

き
こ
と
を
提
言
し
て
反
対
す
る
。

賛
成　
（
無
所
属
）
国
民
健
康
保

険
は
構
造
的
に
高
齢
者
や
低
所
得

者
の
加
入
割
合
が
高
く
、
国
保
税

は
減
収
傾
向
に
あ
り
、
年
齢
構
成

の
上
昇
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等

に
よ
る
医
療
給
付
費
の
増
加
に
対

処
で
き
な
い
見
通
し
の
ほ
か
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
の
伸
び
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
等
に
よ
り
被

保
険
者
数
が
減
少
し
、
世
帯
構
成

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
基
準
資
産

税
割
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　

歳
入
で
は
給
付
費
等
支
払
準
備

基
金
繰
入
金
が
見
込
め
ず
一
般
会

計
か
ら
の
基
準
外
繰
出
金
が
増
額

さ
れ
て
い
る
。
歳
出
で
は
人
間

ド
ッ
ク
助
成
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
が
、
特
定
健
康
診
査
の
負
担
と

の
整
合
を
図
る
も
の
と
認
識
す
る
。

　

国
保
制
度
の
維
持
安
定
を
図
る

た
め
に
は
、
財
政
運
営
の
健
全
化

が
急
務
で
あ
り
、
国
保
税
の
収
納

対
策
の
推
進
と
医

療
費
の
適
正
化
を

目
的
と
す
る
生
活

習
慣
病
予
防
の
推

進
を
要
望
し
賛
成

す
る
。

　

予
算
総
額
は
13
億
4
、
5
4
7

万
3
千
円
で
、
4
月
か
ら
始
ま
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
分
担
金
な
ど
必
要
な
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

反
対　
（
共
産
）
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
75
歳
以
上
を
一
律
に

後
期
高
齢
者
と
し
、
現
役
世
代
か

ら
切
り
離
し
た
医
療
保
険
に
加
入

さ
せ
る
も
の
で
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
国
で
は
例
が
な
い
。
政
府
が

後
期
高
齢
者
を
治
療
に
時
間
も
手

間
も
か
か
る
な
ど
と
規
定
す
る
こ

と
も
高
齢
者
に
失
礼
で
あ
る
。
日

本
の
社
会
は
高
齢
を
心
か
ら
祝
う

社
会
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
財
源
を

理
由
に
高
齢
者
の
医
療
費
を
削
る

政
府
の
や
り
方
に
怒
り
の
声
が
あ

る
。
医
療
費
削
減
見
通
し
額
を
見

れ
ば
、
75
歳
以
上
を
ね
ら
い
打
ち

に
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
に
保
険

料
負
担
が
発
生
し
、
大
部
分
の
方

が
負
担
増
と
な
り
、
若
い
世
代
に

も
負
担
増
と
な
る
お
年
寄
り
い
じ

め
の
予
算
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成　
（
公
明
）
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
者
は
、
現
行
の
老

人
医
療
制
度
と
同
じ
だ
が
、
大
き

く
変
わ
る
の
は
加
入
者
全
員
が
負

担
能
力
に
応
じ
公
平
に
保
険
料
を

支
払
う
仕
組
み
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
保
険
料
は
均
等
割
と
所
得
割

の
合
計
額
で
あ
る
が
、
年
間
1
5

3
万
円
以
下
の
年
金
受
給
者
に
は

所
得
割
は
か
か
ら
な
い
。
軽
減
措

置
と
し
て
均
等
割
額
で
低
所
得
者

へ
の
段
階
的
減
額
が
あ
る
。

　

高
齢
者
の
医
療
費
は
増
大
が
見

込
ま
れ
る
が
、
医
療
費
増
大
を
防

ぐ
た
め
特
定
健
康
診
査
な
ど
が
行

わ
れ
る
中
で
、
新
制
度
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
さ
れ
高
齢
者
が
ま
す
ま

す
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
う
。

　

高
齢
者
へ
の
親
切
な
対
応
と
丁

寧
な
説
明
、
要
望
等
を
県
広
域
連

合
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
賛

成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

算
定
方
式
の
見
直
し
が
必
要

討　

論

す
べ
て
の
高
齢
者
に

　
　
　
　
　
　

負
担
が
発
生

討　

論

高
齢
者
へ
の
親
切
な
対
応
と

　
　
　
　
　
　

丁
寧
な
説
明
を

制
度
の
維
持
安
定
が
急
務
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本
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
給

水
戸
数
5
万
7
、
7
0
0
戸
、
年

間
総
給
水
量
1
、
9
9
2
万
3
、

3
2
0
㎥
、
一
日
平
均
給
水
量
5

万
4
、
5
8
4
㎥
を
見
込

み
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
額
は
25
億

7
、
2
5
6
万
1
千
円
、

収
益
的
支
出
額
は
25
億
4
、

4
5
4
万
7
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
入
額
は
3
億
9
、
0

8
6
万
8
千
円
、
資
本
的
支
出
額

は
13
億
1
、
7
0
0
万
6
千
円
と

し
、
不
足
す
る
財
源
9
億
2
、
6

1
3
万
8
千
円
は
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
水
道

事
故
防
止
や
耐
震
化
の

た
め
老
朽
管
の
更
新
を

行
う
ほ
か
、
水
道
水
の

安
定
供
給
や
健
全
な
水

道
経
営
の
た
め
配
水
場

の
整
備
、
老
朽
化
し
た

水
道
施
設
の
更
新
等
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

本
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
入

院
患
者
数
一
日
平
均
4
5
0
人
、

年
間
16
万
4
、
2
5
0
人
、
外
来

患
者
数
一
日
平
均
1
、
2
0
0
人
、

年
間
29
万
1
、
6
0
0
人
を
見
込

み
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
額
は
1
1
8
億
9
、

4
2
8
万
3
千
円
、
収
益
的
支
出

額
は
1
3
1
億
5
、
5
3
1
万
1

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
入
額
は
12
億
8
、
9

5
5
万
6
千
円
、
資
本
的
支
出
額

は
18
億
2
、
0
1
1
万
2
千
円
と

し
、
不
足
す
る
財
源
5
億
3
、
0

5
5
万
6
千
円
は
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
を
見
込
ん
だ
予
算
と

し
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
は
、
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

水
道
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

特別会計

会　計　名 平成 20年度予算額 平成 19年度予算額 増　　減

国民健康保険事業特別会計 143億 4,883 万円 148億 6,821 万円 △ 5 億 1,938 万円

老 人 保 健 特 別 会 計 10億 9,610 万円 125億 4,588 万円 △ 114 億 4,978 万円

後期高齢者医療事業特別会計 13億 4,547 万円 ― 13億 4,547 万円

介護保険事業特別会計 78億 1,314 万円 75億 7,703 万円 2億 3,611 万円

公共下水道事業特別会計 68億 9,197 万円 71億 764万円 △ 2 億 1,567 万円

そ の 他 の 特 別 会 計 ※ 5億 7,173 万円 8億 4,843 万円 △ 2 億 7,670 万円

※その他の特別会計には、公平委員会、土地取得、農業集落排水、駐車場、4財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

企業会計

会　計　名 平成 20年度予算額 平成 19年度予算額 増　　減

水道事業会計

収益
収入 25億 7,256 万円 25億 4,146 万円 3,110 万円

支出 25億 4,455 万円 24億 9,318 万円 5,137 万円

資本
収入 3億 9,087 万円 5億 4,121 万円 △ 1 億 5,034 万円

支出 13億 1,701 万円 15億 4,110 万円 △ 2 億 2,409 万円

病院事業会計

収益
収入 118億 9,428 万円 113億 8,919 万円 5億 509万円

支出 131億 5,531 万円 124億 6,867 万円 6億 8,664 万円

資本
収入 12億 8,956 万円 9億 7,517 万円 3億 1,439 万円

支出 18億 2,011 万円 14億 2,959 万円 3億 9,052 万円

配水管布設工事配水管布設工事

いわた市議会だより
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平成20年5月1日　No.15 いわた市議会だより


